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令和３年度 第２回 国立大学法人北海道大学経営協議会議事要旨  

 

 

日 時  令和３年６月 11日（金）15：00～17：28 

場 所  WEB会議 

出席者  22名 

（学外） 浅香、石山、河合、杉江、土屋、長澤、樋口、町田、松沢、松谷、真弓、

三浦 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、吉見、増田、山本、菅原、村田、梅原、秋田 各委

員 

欠席者  ２名 

（学外） 五十嵐、横山 各委員 

 

（オブザーバー） 

𢎭𢎭副学長、石森副学長、長谷山副学長、瀬戸口工学研究院長、居城電子

科学研究所長、髙橋監事、石川監事 

 

議   事 

 

議事に先立ち、委員の退任について説明があった。 

次いで、令和２年度第７回経営協議会及び令和３年度第１回経営協議会の議事

要旨について確認があった。 

 

【 議 題 】 

１ 第４期中期目標・中期計画について 

山口理事から、資料１～３に基づき、第４期中期目標・中期計画について説明

があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後、学内で計画のブラッシュアップを行い、最終的に文

部科学省へ提出する旨発言があった。 

 

（主な意見） 

 ・中期目標達成に向けた６つのビジョンは、どの大学でも使える一般的な言葉で

はなく、他大学にない北大らしさを全面にアピールした方がよい。 

 ・中期目標達成に向けた６つのビジョンに「自浄性」という文言があるが、もう

少し前向きなものがよい。 

・中期目標・中期計画の全体像は前向きな表現とし、学内の構成員が北大の方向

性や執行部の考え方を理解し、共感できる資料とすべきである。 
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 ・４つの基本理念を踏まえ、他大学では考えられない北大独自のベンチマークや

KPI、目標、計画を出したほうがよい。 

・できるだけ北大としてチャレンジングな指標を掲げていくことが大事である

と思われる。 

 

 

２ 新たな年俸制の導入及び業績評価制度等の見直しについて 

山口理事から、資料４に基づき、新たな年俸制の導入及び業績評価制度等の見

直しについて説明があり、審議した結果了承された。 

 

（主な意見） 

 ・競争的資金獲得額がより高額な者には、加算額もより高額とするのがよい。 

 ・業績評価の指標について、授業、学術論文、学内外の業務といったものの数量

の多寡で評価しているように見えるが、質の面での評価が必要ではないか。 

 ・年俸制だけではなく、全体で見たときに、教員が教育研究活動を行いやすく、

また研究の成果が自身に還元される仕組みを考えていただきたい。 

 

 

３ 令和２事業年度決算について 

吉見理事から、資料５、６に基づき、令和２事業年度決算について説明があり、

審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後修正等を行う場合は総長に一任いただきたい旨発言

があった。 

 

 

４ 令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

山本理事から、資料７～９に基づき、令和２事業年度に係る業務の実績に関す

る報告書について説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後修正等を行う場合は総長に一任いただきたい旨発言

があった。 

 

（主な意見） 

 ・新型コロナウイルス感染症に関する緊急修学支援金について、同窓生の人数に

比して受入実績件数が少ない印象を受ける。原因の一つとして大学のホーム

ページを自ら見に行く卒業生はほとんどいないことが考えられるため、校友

会と大学が協働して、大学が発信する情報を効果的に同窓生へ周知できる仕

組み作りを進めたい。 
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５ 大学機関別認証評価に係る自己評価書について 

山本理事から、資料 10～12に基づき、大学機関別認証評価に係る自己評価書

について説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後修正等を行う場合は総長に一任いただきたい旨発言

があった。 

 

 

６ 令和４年度概算要求施設整備事業について 

菅原理事から、資料 13に基づき、令和４年度概算要求施設整備事業について

説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、順位付けについては一任いただきたい旨発言があり、了承

された。 

 

（主な意見） 

 ・将来のワインバレーを目指し、北海道のワイン産業を作るべく、北海道として

も連携して取り組んでいきたい。 

 

 

【 報 告 】 

１ 令和４年度概算要求について 

吉見理事から、資料 14に基づき、令和４年度概算要求について報告があった。 

引き続き総長から、７月に経営協議会（書面）を臨時で開催し、本件について

審議いただきたい旨発言があった。 

 

 

２ 令和２年度資金の運用状況について 

菅原理事から、資料 15に基づき、令和２年度資金の運用状況について報告が

あった。 

 

 

【 その他 】 

１ 北海道大学におけるワクチンの職域接種について 

総長から、北海道大学におけるワクチンの職域接種について説明があった。 

 

（主な意見） 

・授業やサークル活動等の前提として、ワクチン接種を条件にインセンティブ

をつける形にして学生のワクチン接種を促してはいかがか。 

・企業の立場では、接種がある程度進めば、WEBのみでなく対面でのコミュニケ

ーションも進めていく必要があると考える。 
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・海外の企業では週３日勤務等新しい働き方の形が出てきている。 

 

 

【 意見交換 】 

１ 北大の「SDGs戦略」について 

  北海道大学の SDGs戦略をテーマに、横田理事から資料 16に基づき説明があっ

た後、種々意見交換が行われた。 

 

（主な意見） 

 ・SDGs 関連事業の推進に伴う課題について、総長室が中心となり、教育プログ

ラムの確立等できるところから積極的に進めていただくのがよい。 

 ・2030年までに SDGsの 17の目標を達成したその先の、2050年に向けて持続可

能な北海道づくりに取り組む必要がある。 

 ・北海道の産業界が SDGsに取り組み、目標達成に向かって推進できるよう、北

大には地域の活性化人材の育成に力を尽くしていただきたい。 

 ・北海道がカーボンニュートラルのフロントランナーとなれるよう、北大には研

究及び人材輩出をお願いしたい。 

 ・年配者でも理解しやすいよう、SDGs をカタカナやアルファベットではなく日

本語に置き換えて表現することがジャーナリズムとしての課題と考える。 

 ・将来やりたい仕事や、自らの教育研究活動が、SDGs の何に役立つかを考える

ことを、全ての学生、教員及び研究者に意識づけをしていただきたい。 

・SDGsの 17の目標を、いくつかに分類し、北大の全ての研究テーマをプロット

することで、北大全体の研究が SDGsのどこに集中しているか明確になる。そ

れを対外的にアピールすることで、学生や研究者が北大に集まり、またイノベ

ーションコモンズの中核を築くことができるようになる。 

・SDGs を通して学生が地球規模的な思考を身につけることは、国際性の涵養と

いう意味でも重要である。 

・SDGs のような活動を進める場合は、固く考えないこと、またのびのびと、学

生も楽しみを感じられるような活動とすることが最も重要である。 

 

 

（ 以 上 ） 


